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技術の概要

・徳島県海部郡美波町

・IPCC第5条評価報告書のRCP2.6(定位安定化)シナリオ下でも重大な影響が認められ、対応緊急性が
高いとされる水産業、とりわけ地域の漁獲量に直結する磯焼け被害の解決を図る仕組みを構築しまし
た。
・全国的に問題視されている 「磯焼け (藻場の喪失)」、この問題は徳島県美波町でも例外ではありませ
ん。
・私たちはこの問題解決に向け、地元関係者で一般社団法人藻藍部を立ち上げて、藻場再生を軸とした
アクションを行っています。
・「アイゴをつかった地場産品の開発」 や「藻場・漁場再生資材の開発」 を通して、地域の発展・地球の未
来のための好循環モデルの構築を目指しています。

３．技術の効果

・水産業、特に漁業従事者に対する収入増
・磯焼けに苦しむ沿岸域の生態系の回復
・ブルーカーボンクレジットの創出

４．技術の適用範囲

・沿岸域に位置し、磯焼けに苦しんでいる自治体・漁業従事者。

５．活用実績

技 術 概 要 書　（様式）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

・地方自治体は、人口減少・少子高齢化等の社会環境変化、地球温暖化に伴う自然環境変化の両面か
ら、1次産業衰退の危機に直面しています。
・自然環境変化に伴う地域課題に対し、ソフト的解決を図る場合,住民やNPO法人による共助活動が考え
られる.しかし,資金調達の不安定さや後継者不足等の課題により、従来のボランタリーだけでは事業継続
が難しいです。
・そこで、当社は自らが主導し地域団体等と協働で事業を立ち上げ、地域課題解決につながる収益化事
業を創出し、地域で自走可能な状態となるまで運営を支援し、最終的に地域単独での運営に引継ぐビジ
ネスモデルの実装に取組んでいます。

２．技術の内容
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６．写真・図・表
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